











































のこと」、「根源的出来事 (Urereignis)Jが「最古の原始偶然 (d巴ralteste Urzufal1) Jであり、「そ
れまで安らいでいた意志が、自身に示された存在を現実に意志して、意志である純粋な存在可能
から、偶然的で身に招かれた存在へと現実に高まるJI根源的事実そのもの (歴史の始まり )Jで






















































シェリングはまずカオスが「欠乏や不足J(12， 596) I (後の経験的充実に対して)相対的な空
虚、無抵抗性という表象を根底に持つ純粋に哲学的な概念J(12， 597)を表しているとし、「そ
の中立的なもの、無性的なものであるカオスから最初に生み出されるものが、女性的原理、ガイ
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